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人間科学・基礎看護学

基礎看護学研究室

教 授高間静子

助教授上野栄

助 手横田恵子

⑥ 研究概要

1) 看護の対象の身体的・心理的・社会的要因・環

境的アセスメントの評価と尺度の開発

2) 看護職者の適性・能力・意欲・満足度・倫理等

の評価方法の開発

3) 内容分析による看護理論の分析・教育評価

⑮著書

1) 上野栄一:看護研究ポケットガイド.医学書院，

東京， 2002. 
⑥原著

1) 高間静子，固山祥子，横田恵子，林稚佳子，劉

瑞霜，山根節子:看護職者の個人の内的属性の対

人不安への影響.富山医科薬科大学看護学会誌，

4(2) :89-104， 2002. 
2) 高間静子，荒木節子，林稚住子，横田恵子，新

谷恵子:看護学生の普遍的セルフケア実践度測定

尺度の開発-尺度の信頼性・妥当性の検討一.富

山医科薬科大学医学会誌， 14(1) :50-55， 2002. 
3) 横田恵子，富田大介，林稚佳子，高間静子:看
護職者の関係開始スキルと個人の内的属性との関

係.富山医科薬科大学看護学会誌， 4(2):77-87， 2 
002. 
4) 横田恵子，林稚佳子，丸橋美由紀，高間静子:
外来患者の満足度測定尺度の開発-尺度の信頼性・

妥当性の検討一.富山医科薬科大学医学会誌 14 
(1):56-61， 2002. 
5) 吉田百合子，横田恵子高間静子:成人糖尿病

患者の日常生活自己管理度測定尺度の信頼性・妥

当性の検討.富山医科薬科大学看護学会誌， 4(2): 
51-58. 2002. 
6) 林稚佳子，横田恵子，高間静子:看護職者の関
係維持スキルと個人の内的属性との関係.富山医

科薬科大学看護学会誌， 4(2):51-58， 2002. 
7) 劉瑞霜，谷場寿恵，横田恵子，林稚佳子，高間
静子:看護職者の共感的配慮と個人の内的属性と

の関係.富山医科薬科大学看護学会誌， 4(2):105-
113. 2002. 
8) 直成洋子，泉野潔，津田愛子，高間静子:循
環器系疾患患者の自己管理行動および自己効力感

に影響する要因富山医科薬科大学看護学会誌，

-158一



4(2):21-31， 2002. 
⑮総説

1) 高間静子:看護学の科学領域と学問対象(第2

回富山医科薬科大学看護学会会長講演).富山医

科薬科大学看護学会誌， 4(2):1-5， 2002. 
2) 八塚美樹，安田智美，田淳賢次，高間静子:基

本的生活習慣の自立過程の発達への影響要因に関

する文献的考察.富山医科薬科大学看護学会誌，

4(2): 15-20， 2002. 
⑥ 学会報告

1) 上野栄一，三田村保伊藤幸子，須永恭子:内

容分析による iNoteson NursingJの特徴.第

28回日本看護研究学術集会， 2002， 8，横浜.
2) 横田恵子，高間静子林稚佳子:看護職者の関

係開始スキルと個人の内的属性との関係.第28回

日本看護研究学術集会， 2002， 8，横浜.
3) 林稚佳子，横田恵子，高間静子:看護職者の関

係維持スキルに影響する個人の内的特性.第28回
日本看護研究学術集会， 2002， 8，横浜.
4) 吉田百合子，横田恵子，高間静子:成人糖尿病
患者の日常生活自己管理度測定尺度の開発.第28
回日本看護研究学術集会， 2002， 8，横浜.
5) 坂井恵子，高間静子:看護教員のストレッサー

測定尺度の作成.第28回日本看護研究学術集会，
2002， 8，横浜.
6) 伊藤幸子，上野栄一:寒冷地降雪期における女
子高校生の冷えに関する実態調査.第28回日本看
護研究学術集会， 2002， 8，横浜.
7) 横田恵子，高間静子:看護職者の自我同一性と
個人の内的属性との関係.第3回富山医科薬科大

学看護学会学術集会， 2002， 11，富山.
8) 落合翠，高間静子:入院患者の適応の概念枠
組み.第3回富山医科薬科大学看護学会学術集会，

2002， 11，富山.
⑮その他

1) 高間静子，横田恵子:看護活動に必要な尺度作

成と方法 第1回.富山医科薬科大学基礎看護教

室主催看護師研修会， 2002， 9.6，富山.
2) 高間静子，横田恵子:看護活動に必要な尺度作

成と方法 第2回.富山医科薬科大学基礎看護教

室主催看護師研修会， 2002， 9.13，富山.
3) 高間静子，横田恵子:看護活動に必要な尺度作

成と方法 第3回.富山医科薬科大学基礎看護教

室主催看護師研修会， 2002， 9.20，富山.
4) 高間静子:看護研究について.大阪府済生会中
津病院講演， 2002， 8，大阪.

臨床看護学

精神看護学研究室

教 授筒口由美子

助 手田中いずみ

⑮研究概要

1) 精神科領域における治療的な患者一看護師関係

スキルの開発

2) ケアリングに関する研究

3) 患者のエンパワーメントに関する研究

4) 老人自殺予防活動一老年期うつ病を中心に-

⑮著書

1) 田中いずみ:疾患と症状に関する理論を活用し

て患者を理解する技術.実践看護学技術学習支援

テキスト 精神看護学，野嶋佐由美監修， 45-55， 
日本看護協会出版会，東京， 2002. 
⑮原著

1) 松井文，佐久間美江，筒口由美子:富山県の自

殺急上昇に関する考察~中高年男性の自殺につい

て---富山医科薬科大学看護学会誌， 4(2):127-13 

6. 2002. 
2) 川岸洋美，市山加奈恵，中田伸代，筒口由美子:

精神分裂病患者の入院体験から学ぶ看護~当事者

の語りを通して---富山医科薬科大学看護学会誌，

4(2): 137 -146， 2002. 
⑮ 学会報告

1) 平野晶子，筒口由美子:精神病院長期入院患者

におけるデイルームの意味.第28回日本看護研究

学会学術集会， 2002， 7月，横浜.
2) 田中いずみ，筒口由美子:リハビリテーション

を行う精神疾患患者におけるエンパワーメントに

関わる要素.第28回日本看護研究学会学術集会，

2002， 7月，横浜.


